
参加児童・保護者の評価は高く、伊勢市内の小学校では一人一台のタブレットPCが配布さ
れていることもあり、自宅でもプログラミングを行うようになったと報告を受けた。２年
続けて参加した児童からは、教室の内容を経験者向きのものと別に実施してほしいとの要
望が寄せられた。児童のプログラミング技能の高まりに対応したさらなる教室の発展が期
待された。
12月6日に鳥羽高専で開催されたU-16プログラミングコンテストin三重に本教室参加児童４
名が参加し、１年生１名が低学年部門賞を受賞した。この様子は三重テレビでも放映され
た。（三重テレビ：「シューティングゲームでゴミ分別・鳥羽市で小中学生がプログラミ
ング技術競う」）

令和３年度皇學館おかげキャンパスプロジェクト報告書

教員名：大杉成喜

分野： 歴史・伝統文化・異文化、○こども・子育て・教育・生涯、健康・福祉、地域づくり・公共・
環境、人材育成等の活動、連携協定に基づく事業（　　　　　　　　）、その他（ ）

項目名 内 容

実績・成果

次年度は本学でプログラミング教室を実施するよう計画を進めている。次年度は初心者向
けと中級者向けにクラスを分けて実施すること、新たに小学校４年生を対象としたドロー
ンプログラミング教室を実施することを計画している。

活動内容
当初は学内教室での３回のプログラム教室実施と個別のプログラミング指導を計画してい
たが、新型コロナウィルス感染防止のため学内施設が使用できないこととなった。そのた
めハートプラザみその保健会議室を会場に実施した。また8月27日(金)から9月30日(木)の
三重県の緊急事態宣言に伴い、延期となった第３回を10月30日(土)に実施することとなっ
た。プログラミング教室の実施に当たっては毎回本学のコロナ対策会議に諮り徹底した感
染対策を行い、参加人数を減らして午前午後の部で実施した。

計画名
「ちいさいおともだちのためのプログラミングきょうしつ・コンテスト」プロジェ
クト

活動の目的と計画

本活動は、教育学科学生を中心とした、下学年児童のプログラミング学習の可能性を検証
する実践として位置づけられる。文部科学省は小学校段階でのプログラミング教育で育成
する資質・能力として、「身近な生活でコンピュータが活用されていること」、問題の解
決には必要な手順があることに気付くこと、「プログラミング的思考」を育成すること、
「コンピュータの働きを、よりよい人生や社会づくりに生かそうとする態度を涵養するこ
と」を示し、令和２年度の新しい小学校教育課程から必修化した。「小学校プログラミン
グ教育の手引き（第三版）」では目的や学習内容に応じて様々な学習が例示されており、
本事業はその一つと位置づけられる。
教育学科大杉研究室では、これまでから、「ちいさい子ども」（小学校低学年や就学前の
子どもでキーボーの入力が難しい子ども、あるいは知的障害があり前記に該当する認知発
達段階の子ども）のプログラミング教育の在り方について検討してきた。
本事業ではそれを発展させ、単発であったプログラミング体験教室を継続したものとして
実施し、NPO法人ITジュニア育成交流会の実施するプログラミングコンテスト参加をめざ
す。別紙の事業計画を予定し、関係する教職員・学生を中心に、適切な計画遂行をはか
る。

実施期間 令和３年　５月　２５日（火）　～　令和　４年１月１２日（水）

連携協定先より提供を受けた資源
NPO法人ITジュニア育成交流会より、U-16プログラミングコンテストに賞品を提供いただいた。

参加者

大杉成喜（教育学部・教授）研究室学生30名
連携・指導・協力：伊勢市教育委員会（後援）江崎修央（鳥羽高等専門学校・教授）、西
谷豊（NPO法人ITジュニア育成交流会：A.JITEP理事・伊勢市ITジュニア育成交流会代表）

活動内容
と

実績・成果

記録
別紙「ちいプロ通信」01、02、03、04参照

今後の活動



ちいさいおともだちのための
プログラミングきょうしつ

１～３ねんせいむけ
ばしょ：ハートプラザみその

だいがくせいの おにいさん・おねえさんといっしょに
プログラミングで あそぼう！！

もうしこみはおうちのひとといっしょに「こくちーず」からしてね。
※7がつ1にち18:00からうけつけをはじめます。
https://www.kokuchpro.com/event/a62dbb2a4ce56cf012e919cf9de795d8/

しつもんは、こうがっかんだいがくおおすぎけんきゅうしつまで。
osugilabo.viscuit@gmail.com

ビスケット
キーボードそうさはありません

※３かいつづけてさんかしてね。（むりょうです。）
１かいめ（７/24） ２かいめ（8/14） ３かいめ（10/30）
（それぞれ10:00～12:00と13:30～15:30におなじないようでおこないます）

主催：伊勢ＩＴジュニア育成交流会（事務局：皇學館大学教育学部大杉研究室）
共催：ITジュニア育成交流協会 ・ 鳥羽商船高等専門学校
後援：伊勢市教育委員会
助成：皇學館大学おかげキャンパスプロジェクト



本事業は伊勢市在住の小学生（１～３年生）を対象としたプログラミング講座です。
文部科学省が述べている「小学校段階のプログラミングに関する学習活動」のＦ分類「学校
外でのプログラミングの学習機会」に該当するもので、「地域や企業・団体等により児童の興
味・関心等に応じたプログラミング学習の機会を提供するもの」に位置づけられます。
小学校プログラミング教育の手引(第三版)
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1403162.htm

本事業は伊勢市教育委員会の後援を受け、 ITジュニア育成交流協会と鳥羽商船高等専門
学校の共催事業としてハートプラザみその保健会議室を会場に実施します。皇學館大学おか
げキャンパスプロジェクトの助成をいただいております。
伊勢市ハートプラザみその「感染防止策（令和3年4月1日）」および「市主催（共催）するイ
ベント等の開催基準」に則り感染対策を実施します。参加者は検温・健康チェック、手指の消
毒、マスク着用等をお願いします。

講座は３回連続（７月24日(土)・8月14日(土)・10月30日(土)の３回、それぞれ午前の部・
午後に同じ内容で２回実施、各定員14名で計28名）で実施します。参加ご希望の方は３回
連続受講（午前または午後）を前提にお申し込みください。参加費は無料です。

講座で使用するプログラミングツールはビスケット（Viscuit）です。皇學館大学教育学部の
学生が対応します。

ビスケット（Viscuit）の詳細は以下のサイトをご参照ください。
https://www.viscuit.com/

本事業は、 ITジュニア育成交流協会が行う「U-15/U-16プログラミングコンテスト」とも連
動しています。プログラミングコンテスト応募については、３回目講座で説明・募集いたします。
なお、本事業は皇學館大学教育学部大杉研究室の４年生学生の卒業論文研究とも連動して
います。（参加される方には個別に説明しご承諾をいただきたく存じます。）

お申し込みは「こくちーずプロ」Webからお願いします。
https://www.kokuchpro.com/event/a62dbb2a4ce56cf012e919cf9de795d8/

7月１日(木)18:00から受付開始予定です。各講座（午前・午後）はそれぞれ
定員を満たし次第、締め切ります。
（新型コロナウィルス感染防止の関係で、予定変更もあることをお含みおき
ください）

短縮URL： https://bit.ly/3fJMjDy

お問い合わせは皇學館大学大杉研究室までメールでお願いします。
伊勢ＩＴジュニア育成交流会（事務局：大杉成喜研究室）

osugilabo.viscuit@gmail.com

保護者の方へ
「ちいさいおともだちのためのプログラミングきょうしつ」について



－ちいさなおともだちのためのプログラミングきょうしつ通信－

ち
い
さ
い
お
と
も
だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
き
ょ
う
し
つ

つ
う
し
ん

ठ
ः
উ
ট
ৢ
ਦ

１
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
△
が
う
ご
く
」

で
す
。ま
ず
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
基
本
的
な
操
作
を

確
認
し
ま
し
た
。初
め
て
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
操
作

す
る
児
童
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、説
明
を
聞
い

て
、と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
す
い
ぞ
く
か

ん
」
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
魚
を
描
き
、プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
、動
き
を
付
け
ま
し
た
。

魚
の
向
き
に
合
わ
せ
て
、左
右
上
下
に
動
か
す
こ

と
が
、で
き
て
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
の
作
品
を

集
め
て
色
鮮
や
か
な
水
族
館
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

４
つ
め
は
風
邪
が
う
つ

る
と
い
う
、プ
ロ
ク
ラ
ム

を
作
り
ま
し
た
。

「
あ
た
り
判
定
」
が
お

こ
る
と
、次
々
に
絵
が
変

化
し
て
い
く
と
い
う
、少

し
難
し
い
内
容
で
し
た

が
、み
な
さ
ん
と
て
も
楽

し
ん
で
取
り
組
め
ま
し

た
。

第３回でみなさんがつくった作品を、
U−１６プログラミングコンテストに応募します！

おしらせ

おうちでも
ビスケットで
作ったページが
見られます

3
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
で

す
。まず

、グ
ー
、チ
ョ
キ
、

パ
ー
の
３
つ
を
描
き
ま

し
た
。

画
面
を
タ
ッ
チ
す
る

と
、手
が
ラ
ン
ダ
ム
に
出

て
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
は
ゲ
ー
ム

操
作
の
基
本
と
な
り
ま

す
。

第１号
2021年7月24日号

発行人

皇學館大学
大杉研究室

詳しくは第３回で説明します。

※写真は見本のプログラムの様子です。
次回から、みなさんの様子をお知らせします。

上のQRコードまたはURLに
Webブラウザでアクセスして下さい。
個人のページは2021年度末まで

見られます。

ごぜんのきょうしつ
さん

のページ

別紙1



－ちいさなおともだちのためのプログラミングきょうしつ通信－

ち
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さ
い
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だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
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う
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１
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
を
す
る
」
で
す
。、２
人

1

組
に
な
り
、画
面
を
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
、手
が
ラ
ン
ダ
ム
に
出
て
、

楽
し
く
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

２
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
た
ま
ご
を
作
ろ

う
！
」
で
す
。割
れ
て
い
な
い
た
ま
ご
と
、割
れ
た
た
ま
ご
と
、た
ま
ご

か
ら
出
て
く
る
も
の
を
描
き
、画
面
を
タ
ッ
チ
し
た
ら
た
ま
ご
が
割

れ
て
、割
れ
た
た
ま
ご
か
ら
物
が
出
て
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

第３回ちいプロでみなさんがつくった作品を第5回U−１６
プログラミングコンテスト三重に応募しませんか。

今年のテーマは「SDGs（持続可能な開発目標）」です。
おにいさん、おねえさんといっしょにどんなプログラムを

作るか考えましょう。

第5回 U−１６プログラミングコンテスト三重

おうちでも
ビスケットで
作ったページが
見られます

３
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、「
金
魚
す
く
い

を
し
よ
う
！
」
で
す
。金
魚
を
す
く
う
と
、金
魚

が
袋
に
入
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、ゲ
ー
ム
を
作

り
ま
し
た
。

４
つ
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、「
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う
」
で
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数

が
今
ま
で
よ
り
も
多
く
複
雑
で
し
た
が
、先
生

の
話
を
聞
い
て
、工
夫
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。作
っ
た
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く

遊
び
ま
し
た
。

５
つ
め
は
次
回
の
「
ち
い
プ
ロ
」
に
向
け
て
コ
ン

テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
「SD

G
s

（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
」
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
次
回
に
も
続
き
ま
す
。

第2号
2021年8月14日号

発行人
皇學館大学
大杉研究室

※写真は前回のプログラムの様子です。

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
た
ま
ご
を
作
ろ
う
！

金
魚
す
く
い
を
し
よ
う
！

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う

http://u16-mie2017.azurewebsites.net/

別紙2



－ちいさいおともだちのためのプログラミングきょうしつ通信－

ち
い
さ
い
お
と
も
だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
き
ょ
う
し
つ

つ
う
し
ん

ठ
ः
উ
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ৢ
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第３回ちいプロでみなさんがつくった作品を第5回U−１６
プログラミングコンテスト三重に応募しませんか。

今年のテーマは「SDGs（持続可能な開発目標）」です。
おにいさん、おねえさんといっしょにどんなプログラムにす
るか考えました。おうちの人とも相談してください。

第5回 U−１６プログラミングコンテスト三重

第3号
2021年10月30日号

発行人
皇學館大学
大杉研究室

※写真は第２回のプログラムの様子です。

http://u16-mie2017.azurewebsites.net/

コンテスト応募用の
ビスケットのページです

テ
ー
マ
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
し
た
自
由
制
作
で

は
、ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
絵
を

描
き
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
動
か
し
た
り
変
化
さ

せ
た
り
、一
人
一
人
が
工
夫
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

第
１
回
や
第
２
回
で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
工
夫
し
て
使
用
し
た
り
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り
し
て

よ
り
良
い
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
と
比
べ
て
メ
ガ
ネ
の
数
が
多
く
な
り

難
易
度
が
上
が
り
ま
し
た
が
、集
中
し
て
制

作
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、前
回
か
ら
少
し
時
間
が
空
い
て
し
ま
っ
た

分
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
使
い
方
な
ど
の
基
本
的
な
振
り

返
り
を
行
い
ま
し
た
。前
回
と
同
様
、先
生
の
話
を

し
っ
か
り
聞
き
、積
極
的
に
取
り
組
め
て
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、第
２
回
の
教
室
で
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を

行
っ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

」
に
つ

い
て
再
度
確
認
し
、改
め
て
自
分
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
す

る
ア
イ
デ
ア
を
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
相
談
し
ま
し

た
。

１
回
目
と
２
回
目
の
復
習

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
自
由
制
作

別紙3



－ちいさいおともだちのためのプログラミングきょうしつ通信－

ち
い
さ
い
お
と
も
だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
き
ょ
う
し
つ

つ
う
し
ん

ठ
ः
উ
ট
ৢ
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第4号
2021年１０月30日号

発行人
皇學館大学
大杉研究室

１. U-16プログラムコンテスト三重大会のページにアク
セスして内容をご確認ください。

http://u16-mie2017.azurewebsites.net/

⑩使用したツール：（Viscuitにチェックを入れてください）
⑪使い方とどのように役立つか：（担当スタッフのメモを参考にお子さんと相談

してご記入ください）

⑫工夫した点・見てほしいポイント：（担当スタッフのメモを参考にお子さんと相
談してご記入ください。また一番下の作品のURLを記入してください。）

・入力終了後、「送信」ボタンを押して完了してください。
・入賞された場合は、大会事務局より連絡があると思います。その節には12月5

日(日)の鳥羽商船高等専門学校での大会（最終審査会）にご出席ください。

「
ち
い
さ
い
お
と
も
だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

き
ょ
う
し
つ
」
で
作
っ
た
作
品
を
、Ｕ-

16
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
三
重
大
会
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
は
各
自
で
す
が
、ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

2. 「大会申込」の「申し込みフォーム」よりお申込みください。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdna2zMBQpROns1
fxPwnN15WXgHkxtRyA7c73C88RKPz3VPtQ/viewform

応募フォームより以下の項目をご記入ください。
①メールアドレス（連絡用のメールアドレスをご記入ください）
②参加者氏名：（お子さんの氏名ををご記入ください）
③学校名：（お子さんの学校名をご記入ください）
④学年：（お子さんの学年をご記入ください）
⑤保護者氏名：（保護者の氏名をご記入ください）
⑥保護者携帯電話：（連絡用のをご記入ください）
⑦作品名：（担当スタッフのメモを参考にお子さんと相談してご記入ください）

※作品のURLです。「見てほしいポイント」に記載ください。

別紙4



令和 3 年度皇學館おかげキャンパスプロジェクト報告書 

教員名：駒田聡子 

 

分野： こども・子育て・教育・健康・地域作り・人材育成等の活動 

項目名 内        容 

計画名 ベルファームと協働して、地産地消を広めようプロジェクト 

実施期間 令和 3 年４月２２日～令和４年１月３１日 

活動の目的と計画 

１．ロゴや弁当作りを通じ、生産者と消費者の橋渡しをする 

２．消費者に農家の思いを伝えることで、商品の認知度向上を図る 

３．地域住民に南西地域の食の豊かさに気づいてもらい食を通じた健康意識を
高める 

活動内容 

と 

実績・成果 

活動内容 
１．アンケート実施（教育ファームで使うカボチャ） 
２．弁当献立の提案 

３．ロゴ、pop の作成 ４．親子調理体験 ５．生産者との交流会 

６．SNS を通じた情報発信 
実績・成果 
１．学生対象にアンケートを行った。  
２．弁当の献立は食材を買って本学で作ったが、学生の活動がコロナ禍で制限

されているため完成には至らず、次年度継続とする。 
３．きわみんのロゴを作成、現在ベルファーム内農家市場の様々な場所や製品

に添付され大いに活躍している。 
４．１０月９･１０日で３０組が参加し、好評だった。 
５．５．随時オンラインで開催した。  
６．６．「家庭科教育ゼミ」およびベルファームのホームページ上で Web.サイ

トを掲載し、随時更新した。 
連携協定先より提供を受けた資源 

・一部食材 

参加者 

駒田ゼミ ２，３，４年生 ３５名 

ベルの会代表 ３名  ベルファーム代表 ２名 

三重県松阪農林事務所職員１名 親子クッキング３０組 ６０名 

今後の活動 

・次年度も、引き続きベルファームと協働していき、若い世代の消費者に向け
た情報発信や、ベルファームで買い物しやすい環境作りの提案、ロゴの提案、
SNS での発信、今年度完結しなかった弁当作りの提案、フードロス問題の一解
決策としてのスープやサラダ作りの献立提案などを行う。 

・今年度の実績を踏まえ、令和４年度からは予算をベルファーム側で用意して
いただき、活動を展開していく予定である。 

（コロナ禍で現在学生の登校が規制されているため、登校が可能となったら、
残った食材で献立提案を行う予定である。時期未定） 



記録 

・学生の活躍は、中日新聞に掲載された。 

2021/10/10 三重県版     2021/12/9 松阪版 2022/1/29 伊勢志摩版 

・教育ファームへの参加(2021/6/13 7/11 9/26 10/27 11/14) 

・親子料理体験 2021/10/9 10/10 （報告書添付） 

・Web.打ち合わせ 5/24  6/21  7/22  9/28  10/28  12/9   

その他 ロゴ作成、ファイル作成に当たり多数打ち合わせをする 

・学生の活動は、QR コード、You tube、などで随時発信している。 

・ベルファームの紹介ファイル 1,000 部（現物添付） 
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